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（１）環境アドバイザー制度＊1

「美しい福井の環境を県民の手で守り育てる」こ
とを目的に、平成 6 年 6 月から、環境アドバイザー
制度を導入しています。

この制度は、地域や学校、公民館、企業などが実
施する環境問題に関する学習会等へ環境アドバイ
ザーとして講師を派遣するもので、現在68名の環境
に関する専門家が登録されています。

学習会等の内容は、環境問題やリサイクル、省エ
ネ、自然保護などの講座や山や海での自然体験など
があり、皆さんに楽しく環境について学んでいただ
いています。

この制度により、県民の環境問題への関心や環境
保全に対する取組みの意識が高まってきています。

（２）こどもエコクラブの応援【環境政策課】
「こどもエコクラブ」とは、環境省が、子どもた

ちの主体的な環境学習や実践活動を支援している環
境活動のクラブです。 2 人以上の幼児から高校生ま
での子どもと、活動を支える 1 人以上の大人（サ
ポーター）でクラブを登録することができ、学校の
クラスと担任の先生、家族単位、町内の子ども会な
ど、気軽にクラブを作ることができます。平成30年
2 月現在で31クラブ1,666人が登録しており、様々
な活動を行っています。

また、全国事務局では、こどもエコクラブを対象
とした壁新聞コンクールを毎年行っています。平成
28年度は福井市豊小学校のこどもエコクラブがゴミ
拾い活動や昔の自然遊び体験についてまとめ、応募
しました。

なお、こどもエコクラブの本県事務局を、環境ふ
くい推進協議会（後述）が担っており、各クラブの
活動に対し、環境に関する講師派遣を行うほか、上
記コンクールに対する支援をはじめ、こどもエコク
ラブ活動にかかる助成を行っています。

1　地域単位での環境活動等の推進【環境政策課】  
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環境アドバイザーによる学習会

福井市豊小学校のエコクラブが作成した壁新聞（平成28年度）

表5-2-1　環境アドバイザー派遣実績
28年度 29年度

派 遣 人 数 67人 55人
受 講 者 数 2,564人 2,606人

（注）平成29年度は平成30年 2 月末時点

＊1環境アドバイザー制度：環境保全についての有識者や環境保全活動の実践者を「環境アドバイザー」に登録し、公民館、各種団体や学
校等が主催する環境問題に関する学習会、講演会に講師として紹介、派遣する制度です。
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◆第２部　分野別施策の実施状況
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（３）環境美化運動の促進
①クリーンアップふくい大作戦【環境政策課】

地域の環境保全に関する県民意識の啓発を図るこ
とを目的として、平成 4 年度から、県内一斉に住民
が主体となって美化活動を行う「クリーンアップふ
くい大作戦」を実施しています。

平成17年度からは、県内全域にまたがる環境美化
活動の強化週間を季節ごとに年 4 回設け、市町は自
治会などと一体となって地域ぐるみの美化活動を実
施しています。

②自然公園の美化【自然環境課】
自然公園美化思想の一層の普及を図るため、環

境省では 8 月の第 1 日曜日を「自然公園クリーン
デー」として位置付け、全国の自然公園を対象とし
た大規模な美化清掃活動を実施しています。

実施にあたっては、関係市町その他の団体との連
携のもと、地域の一斉清掃などを行っております。

③河川環境美化、河川愛護月間【河川課】
河川環境美化については、地域住民等と共動で

「川守」推進事業を展開し、良好な河川環境の創出
に努めています。

また、毎年 7 月の河川愛護月間には、河川愛護の
パネル展を実施し、河川愛護に関する意識の啓発を
行っています。

（４）環境教育・学習の場
県の自然保護センターや試験研究機関では、環境

に関する展示や情報の提供、自然観察会等の学習機
会の提供を行っています。

＜平成29年度実施状況＞
○統一行動期間

平成29年　 6 月 4 日〜11日　環境月間
　　　　　 9 月 3 日〜10日　ボランティア月間
　　　　　12月 3 日〜10日　不法投棄等防止啓発強調月間
平成30年　 3 月 5 日〜25日　雪どけ後 

○キャッチフレーズ
「生かそう　小さな汗　私たちの環境に」

○実施内容
◦市町が設定した拠点地区等における美化活動
◦民間団体や企業での、それぞれの団体活動を活

かした特色ある美化活動

○参加人数　　　98.339人（ 4 〜12月末現在）
　　　　　　 105,218人（平成28年度）

○県の取組み
◦自然公園内の環境美化活動等の支援
◦河川の清掃、草刈り、植栽等を行う活動団体へ

の支援
◦海面浮遊ごみを回収する海面環境保全事業

表5-2-2　県の主な環境教育･学習施設
施　設　名 概　　　要

自然保護センター
（大野市南六呂師）

◦県内の自然を紹介する展示
◦プラネタリウム、天体観測

施設
◦自然観察会等の実施

衛生環境研究センター
（福井市原目町）

◦環境情報コーナーでの環境
関連図書、ビデオ等の資料
の提供

◦見学者の受入れ
◦環境科学体験教室や夏休み

衛生環境教室の実施

総合グリーンセンター
（坂井市丸岡町楽間）

◦緑化推進のための樹木や花
の見本園

◦緑や木とふれあい、遊び学
べる施設

◦緑と花に関する講座の開催
や相談受付

海浜自然センター
（若狭町世久見）

◦ふれあい水槽、若狭の海湖
（うみ）などを紹介する展示

◦自然体験講座の開催
内水面総合センター
（福井市中ノ郷町）

◦河川や淡水魚に関すること
などの展示

里山里海湖研究所
（若狭町鳥浜）

◦野鳥やヒシ等の自然観察ガ
イド

◦簡単な工作体験や里山里海
湖に関する相談受付
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